
前橋の人口：33万8,226人
男：16万5,619人
女：17万2,607人
世帯数：14万7,167世帯
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三俣町二丁目 : 餅つきで世代間交流深める

2歳になる子を紹介しています

　手話言語条例が制定され、行政の窓口
でも、聴覚障害者への対応が進みまし
た。手話をマスターするのは大変です
が、あいさつなどの簡単な手話であれ
ば、すぐに覚えられます。取材から、手話
の世界を知ろうという小さな一歩が、障害

への理解という大きな変化につながると
感じました。市内には今回紹介した「あさ
ひの会」のような手話サークルが多数あ
りますし、忙しい人はユーチューブの手話
紹介動画もあります。手話を覚えて、恥
ずかしがらずに使ってみましょう。（山村）

　12月23日、三俣町二丁目の公民館で餅
つきを行いました。35年前から続くこの行
事。初めてきねを持つ子どもたちは、周り
の大人に教わりながら一生懸命つきまし
た。「餅米を炊く係、ついた餅を調理する係
など、全世代みんなが協力する、大切な行
事です」と茂木自治会長。ついた餅はあん
こを包んだり、きな粉をまぶしたりして食べ、
そのおいしさに笑顔があふれていました。

平成28年4月2日～平成28年8月1日生まれの子の募集記事は、1月1日号7ページに掲載しています

平
成
三
十
年 

一
月
十
五
日
号

山根 莉愛ちゃん
中内町

關口 佳生ちゃん
川曲町

尾間 航青ちゃん
総社町植野

こうせ いりなひかる か い

2018.01.15
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A
E
B
A
S
H
I
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R
_
N
O
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髙橋 輝ちゃん
六供町

小島 緋花理ちゃん
茂木町

ひかり

齋藤 名那ちゃん
西片貝町三丁目

なな

広 告 内 容 に 関 す る 質 問 に つ い て は 、広 告 ス ポ ン サ ー に 直 接 問 い 合 わ せ てくだ さ い。

障
害
物
を
避
け
、段
差
や
角
を
教
え
、

目
が
見
え
な
い
人
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

訓
練
を
受
け
た
盲
導
犬
も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

困
っ
て
い
た
ら
、「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」の
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

盲
導
犬
コ
ニ
ー
が
行
く



　
平
成
27
年
12
月
７
日
に
前
橋
市
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ
れ
て
、
２
年
。
ろ
う
者 

も
、
聞
こ
え
る
人
も
、
全
て
の
市
民
が
共

に
生
き
て
い
け
る
ま
ち
を
目
指
し
、
多
く

の
こ
と
が
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年

開
催
し
た
条
例
制
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
県
立
聾ろ
う

学
校
高
等
部
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
手
話
の
世
界
を
楽
し
み

ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
の
中
野

佐
世
子
さ
ん
に
よ
る
「
無
知
が
差
別
に
つ

な
が
る
」「
手
話
を
き
っ
か
け
に
ほ
か
の
障

害
へ
の
理
解
も
深
め
よ
う
」
と
い
う
講
演

に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
集
い
、

条
例
へ
の
期
待
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し

た
。
障
害
者
差
別
の
な
い
社
会
へ
の
第
一 

歩
は
、
障
害
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い

を
尊
重
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０‐
５
７
１
１

（
フ
ァ
ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３‐
８
８
５
６
）

前
橋
市
手
話
言
語
条
例
が
変
え
る

誰
も
が
助
け
合
い
、
支
え
合
う
社
会
へ　手話は、聞こえに障害の

ある人たちの生活の中から
生まれた言語。手指や体の動き、
表情を使って視覚的に表現する
 「目で見ることば」です。
条例では、聞こえに障害があり、
手話でコミュニケーションをとる
人たちを「ろう者」と言います。

広報まえばし　平成30年1月15日号 2



子
で
の
参
加
も
歓

迎
。
手
話
を
身
に

付
け
、
実
際
の
生

活
の
中
で
少
し
ず

つ
で
も
手
話
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
17
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
手 

話
未
経
験
者
、
40
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
２
月
２
日
㈮
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・ 

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０ 

０
１
４
朝
日
町
三
丁
目
36
‐
17
・
市
保

健
所
内
障
害
福
祉
課
へ

●
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成

　

赤
ち
ゃ
ん
１
，
０
０
０
人
の
う
ち
、

１
～
２
人
は
聞
こ
え
に
障
害
が
あ
る
と 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
言
葉
と 

心
の
成
長
に
は
、
検
査
で
早
期
発
見
し
、 

治
療
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
補

聴
器
な
ど
の
活
用
や
手
話
の
世
界
に
ス 

ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

本
市
で
は
、
こ
の
検
査
費
用
の
助
成
を

実
施
。
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
（
☎

０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
１
、
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
４
３
‐
６
４
７
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
窓
口
で
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

　

市
役
所
窓
口
に
行
く
時
、
事
前
に
手

話
通
訳
者
の
派
遣
依
頼
が
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
急
用
の
場
合
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
窓
口
業
務
を
担
当
す
る
職

員
を
対
象
に
手
話
講
習
会
を
実
施
。
手

話
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

●
避
難
所
に
配
備
し
ま
す

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド

　

災
害
時
、
避
難
所
に
必
ず
手
話
通
訳

者
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障

害
が
あ
る
人
と
の
意
思
疎
通
を
支
援
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
を
作
成
し
、
市
内
の
指
定
避
難

所
に
配
備
し
ま
す
。

●
動
画
や
講
座
で
手
話
の
学
び
を
応
援

　

簡
単
な
手
話
単
語
や
会
話
の
動
画
を

前
橋
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
公
開
。
繰
り
返
し
て
見
ら
れ
る
の 

で
、
初
め
て
の
手
話
練
習
に
最
適
で
す
。 

山
本
市
長
も
手
話
で
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
総
合
福
祉
会
館
で
、
初
心
者

向
け
の
手
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
親

（右上）急用時は遠隔手話通訳でサポート（右下）撮影協力は手訳サークル「あさひの会」
（中央）動画で動きを確認して何度も練習（左）避難所には支援ボードが備え付けに

　
２
月
14
日
㈬
ま
で
、
障
害
福
祉

施
策
の
基
本
と
な
る
第
５
期
障
害

福
祉
計
画
と
、
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、

本
市
の
考
え
方
と
併
せ
て
各
閲
覧

場
所
で
公
表
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
・
意
見
書
式
の
配
布
＝

市
保
健
所
内
障
害
福
祉
課
、
市
役 

所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所・ 

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
立

図
書
館
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内

に
ぎ
わ
い
商
業
課
な
ど
で
。
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
2
月
14
日
ま
で 

に
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲 

覧
場
所
へ
直
接
。
ま
た
は
〒
３
７
１‐ 

０
０
１
４
朝
日
町
三
丁
目
36
‐ 

17
・
市
保
健
所
内
障
害
福
祉
課
へ

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、

syougai 
fukushi@

city.m
aebashi.

gunm
a.jp

で　

障
害
福
祉
計
画
に
意
見
募
集

パブリック
コメント

前橋市公式
YouTube
チャンネル

3 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



●
前
橋
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ト
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン 

ペ
ー
ン

　

変
換
ポ
イ
ン
ト
の
10
㌫
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
３
月
31
日
㈯
ま
で
延
長
。
期
間
中

は
何
度
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

セ
ゾ
ン
カ
ー
ド
の
永
久
不
滅
ポ
イ
ン
ト

は
、
３
月
31
日
ま
で
通
常
よ
り
も
優
遇

し
た
レ
ー
ト
で
変
換
で
き
ま
す
。

●
支
援
カ
ウ
ン
タ
ー
で
簡
単
に
手
続
き 

　

前
橋
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
キ
ー
Ｉ

Ｄ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
市

役
所
・
群
馬
銀
行
・
東
和
銀
行
に
支
援

カ
ウ
ン
タ
ー
を
開
設
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
や
ポ
イ
ン
ト
交
換
手
続

き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
＝
❶
１
月
12
日
㈮
～
３
月
16
日
㈮
、

午
前
９
時
～
午
後
６
時
❷
１
月
12
日
～

26
日
㈮
、
３
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
、
午

前
10
時
～
15
時
（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
） 

会
場
＝
❶
は
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
❷
は 

群
馬
銀
行
本
店
営
業
部
（
元
総
社
町
）、 

東
和
銀
行
本
店
営
業
部
（
本
町
二
丁
目
） 

　本市では、クレジットカードのポイントやマイルを前橋ポイ 
ントに変換し、中心商店街で使える商品券への交換や、通販サ
イトでの特産品購入などに使える制度を実施中。また、地域金 
融機関などと連携した２つのキャンペーンを開始します。前橋 
ポイントで買い物を楽しみながら、地域を応援しませんか。

この機会に活用を
前橋ポイントがますます便利に

未来の芽創造課 ☎027-898-6427

　働きながら子どもを育てることの幸せを実現す
る活動を行う「はたらきはぐくむPROJECT」。こ
の一環で、HEART MARKET社長・櫻井明さんと
『月曜日が楽しくなる幸せスイッチ』（ヴォイス
社刊）著者の前野マドカさんを迎え、トークと
ワークショップを行います。事前申し込みで託児
もできます。
日時＝2月18日㈰午後１時〜４時
会場＝ジョブセンターまえばし（大渡町二丁目３-15）
対象＝一般、先着50人

２月13日㈫正午までに同課へ

未来の芽創造課 ☎027-898-6427

仕事と子育て両立の知恵学ぶ
政策推進課 ☎027-898-6512

4月から第七次総合計画が開始

　第七次前橋市
総合計画が４月
から始まります。
　今回の総合計
画 で は、まち づ
くりの基本理念
として「めぶく。
～良いものが育つまち 」を市民の皆さんと共有
しながら、将来都市像「新しい価値の創造都市・
前橋」の実現をこれからの10年間で目指します。
　これからのまちづくりを進めるキーワードは

「地域経営 」です。市民、企業・団体、行政それ
ぞれが地域の課題を「自分ごと 」として捉え、
自主的・自律的に連携して解決していくことが
重要となります。一丸となってまちづくりに取
り組んでいきましょう。第七次総合計画の詳細
は広報まえばし3月15日号でお知らせします。

前野 マドカさん櫻井 明さん

広報まえばし　平成30年1月15日号 45 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



　

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
で
、
群
馬 

ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
の
試
合
を
開
催
。 

無
料
で
観
戦
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
後

に
あ
る
事
務
局
か
ら
の
返
信
を
、
受
信

で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
❶
２
月
10
日
㈯
午
後
６
時
・
11

日
㈰
午
後
２
時
❷
３
月
10
日
㈯
午
後
６

時
・
11
日
㈰
午
後
２
時
❸
３
月
24
日
㈯

午
後
６
時
・
25
日
㈰
午
後
２
時

対
戦
＝
❶
は
金
沢
武
士
団
❷
は
バ
ン
ビ

シ
ャ
ス
奈
良
❸
は
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人
、

先
着
各
２
０
０
人

❶
～
❸
の
各
試
合
日
２
日
前
の
午
後 

４
時
ま
で
に
メ
ー
ル
で
。
観
戦
希
望
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号･
希
望
日･

件
名
を
「
サ
ン
ク
ス
デ 

ー
申
込
」
と
記
載
し
、

ticket@
g- 

crane-thunders.jp

へ

　前橋文学館で、「若い芽のポエ
ム 」20年展記念トーク・阿部智
里さん×萩原朔美館長を開催。本
市出身の阿部さんは、第９回同ポ
エム中学生の部美

み

棹
さお

賞（金賞 ）受

賞者。ファンタジー作家になるま
でや、著作「八

や

咫
た

烏
がらす

シリーズ 」な
どについて話します。
日時＝２月11日㈰午後２時
申し込み＝同館へ

前橋文学館 ☎027-235-8011

作家の阿部智里さんが記念トーク

市
民
サ
ン
ク
ス
デ
ー
で
観
戦

サ
ン
ダ
ー
ズ
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

　

群
馬
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
５
６
２

消
費
者
の
豆
知
識

若
者
を
狙
う
マ
ル
チ
商
法

事
例　
高
校
の
同
級
生
か
ら
「
必
ず

も
う
か
る
」
と
、
50
万
円
の
投
資
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
金
が

な
い
と
断
る
と
、「
人
を
紹
介
す
る

と
１
人
当
た
り
５
万
円
も
ら
え
る
の

で
す
ぐ
返
済
で
き
る
」
と
言
わ
れ
、

消
費
者
金
融
か
ら
借
り
て
払
い
ま
し

た
。
友
人
に
声
を
掛
け
て
も
誰
も
誘

え
ず
、借
金
の
返
済
が
で
き
ま
せ
ん
。

回
答　
若
者
を
狙
っ
た
マ
ル
チ
商
法

の
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
、
借
金
を
勧
め
る
悪
質
な
業

者
も
い
ま
す
。
簡
単
に
も
う
か
る
な

ど
と
勧
誘
さ
れ
ま
す
が
、
利
益
を
得

る
ど
こ
ろ
か
借
金
が
残
る
だ
け
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
必
ず

も
う
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し

い
友
人
か
ら
の
誘
い
で
も
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
購
入
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
７
５
５

2012 年、史上最年少で
松本清張賞を受賞した阿部 智里さん
提供・文藝春秋
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　男女共に働きやすい職場環境づくりを進める経
営者などを養成する、「イクボス養成塾」を開催。
ＮＰＯファザーリング・ジャパン代表理事の安藤
哲也さんを講師にワークショップを行います。開
催日時は２月６日㈫午後１時30分から４時まで。
対象は県内企業経営者や管理職など、先着20人で、
会場は前橋商工会議所（日吉町一丁目）です。
申し込み＝県ホームページ（http://www.pref.
gunma.jp/）で

県労働政策課 ☎027-226-3404

男女共に働きやすい職場を目指す
イクボスになりませんか

　色とりどりのバラが咲き乱れる春のばら園まつ
り期間中に、敷島公園ばら園で結婚式を挙げてみ
ませんか。開催期日は６月３日㈰。対象は新郎か
新婦が市内在住で、事情があり結婚式が挙げられ
なかった夫婦、１組（選考）です。
申し込み＝３月15日㈭（必着）までに郵送で。住
所・氏名・電話番号・結婚式を挙げられなかった
理由を記入し、〒371-0804六供町554-3初日内・
みなみまえばし倶楽部・齋藤さんへ

来場者も一緒に祝います
ばら園で結婚式挙げませんか みなみまえばし倶楽部・齋藤さん ☎090-2400-9432

　くらしのセミナーを開催。賢い消費者になる
ため、３つのテーマで学びませんか。対象は、
市内在住か在勤の人、先着各60人です。
テーマ・日時＝〈❶健康食品について～サプリ
メントと医薬品との違い〉２月１日㈭〈❷腸内
から健康づくり～乳酸菌のちから〉２月５日㈪

〈❸元気なお口で毎日楽しくイキイキ生活！〉
２月16日㈮、午後１時30分～３時
会場＝前橋テルサ
講師＝❶は市薬剤師会副会長・豊邉将晴さん❷
は群馬ヤクルト販売管理栄養士・小渕結香さん
❸はライオン東京オ
フィス・大石田晃さん
申し込み＝１月31日㈬
までに消費生活セン
ターへ

消費生活センター ☎027-230-1755

３つのテーマで賢い消費者に
セミナーで最新情報知ろう

安藤 哲也さん

広報まえばし　平成30年1月15日号 6



　前橋テルサで、群馬バロックオーケスト
ラ特別演奏会「ひ・み・つ」を開催。指揮 
は、国内外の作曲家から絶大な信頼を寄せ
られている中田延亮さんです。開催日時は
2月17日㈯午後4時から。費用は全席自由
3,000円、高校生以下1,000円です。申し
込みは同館へ。

前橋テルサ ☎027-231-3211

秘められた名曲を演奏
楽しみませんかバロック音楽

　「身体拡張2018  公園デビュー」をアーツ前橋地下
ギャラリーで開催。灰野敬二さんや和合亮一さん、中
村ひろみさん、村田峰紀さんなどの身体を用いた表現
を行うアーティストが出演します。学生と65歳以上
の人、10人以上の団体はチケットが割り引きに、高
校生以下は無料で入場可能です。また、木金曜は無料
開放し、期間中は演劇やダンスなどの練習場所として
利用できます。利用希望者は１月22日㈪か23日㈫の
午後７時から実施する説明会にお越しください。
日時＝２月２日㈮・３日㈯・４日㈰・８日㈭・９日㈮・
10日㈯・11日㈰・12日㈪・15日㈭・16日㈮・17日
㈯・18日㈰、午前11時～午後７時
費用＝全日程フリーパス1,800円（割引対象者は1,000
円）、１日フリーパス 1,000 円（割引対象者は 600 円）

アーツ前橋 ☎027-230-1144

演劇やダンスなどで表現
身体表現アーティストが集合

　アーツ前橋で、「彼女たちのまなざし：アーツ前橋所蔵
作品から」を開催。清水刀根や中村節也などの前橋ゆかり
の画家によって描かれた女性像のほか、寺村サチコや塩原
友子などの現代の女性作家たちの作品を展示します。
期日＝２月２日㈮～３月４日㈰、午前11時～午後７時（水
曜を除く。入場は午後６時30分まで）
●関連イベント
イベント名・日時＝〈❶こどもアート探検〉２月24日㈯
午後２時〈❷学芸員によるギャラリーツアー〉２月25日
㈰・３月３日㈯、午後２時
対象＝❶は小学生以下（未就学児は保護者同伴）
申し込み＝当日同館へ直接

女性をテーマにした収蔵品や
女性作家の試みを展示で紹介 アーツ前橋 ☎027-230-1144

中村節也《画室》
1932 年　油彩・カンバス

塩原友子《母岩》
1968 年　墨・彩色・紙・パネル

7 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



利
根
川

牛
池
川

上
越
線

滝
川
橋

大
友
跨
線
橋

前
橋
・
安
中
・
富
岡
線

前橋箕郷線

敷
島
公
園

大渡橋

群
馬
県
庁

前
橋
市
役
所

105

大
渡
橋
西
詰

伐
採
予
定
地

　ヤマト市民体育館前橋で、軽スポーツを通じた
婚活イベント、ときめきスポーツ婚活を開催します。 
日時＝２月24日㈯午後２時～５時
対象＝25歳～50歳の未婚の男女、各20人（抽選）
費用＝2,000円
申し込み＝２月20日㈫（必着）までにハガキで。教
室名・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、〒371-
0022千代田町二丁目５-１・まちづくり公社スポーツ
振興課へ

まちづくり公社 ☎027-289-4764

　自然食材の調理などをとおして、生活や環境
を考えるオーガニックカレッジを開催します。
日時＝２月23日～３月16日の金曜３回
　　　午後７時～９時
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝18歳～30歳、先着20人
費用＝2,000円
申し込み＝２月15日㈭までに生涯学習課へ

生涯学習課 ☎027-210-2198

オーガニックの視点で実践
自然食材で暮らしを見直す

　利根川で公募型伐採を実施。河川敷地内に繁
茂する樹木は、川の流れの支障になるなど治水
上の問題になっています。そこで河川内樹木の
伐採と持ち帰り（無償）の希望者を募集。伐採
箇所は利根川右岸大渡橋上下流です。詳しくは
県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp）
をご覧ください。
申し込み＝1月22日㈪までに県前橋土木事務所へ

河川敷の樹木有効活用を
伐採希望者を募集します

県前橋土木事務所 ☎027-234-4224

スポーツを楽しみながら
運命の出会い見つけよう

広報まえばし　平成30年1月15日号 8



　嶺公園で野鳥観察会を開催。市内で見られる
多様な野鳥の特徴などの説明を聞きながら、嶺
公園の自然を満喫しませんか。日時は２月25日
㈰午前９時から正午まで、対象は一般、先着60
人です。筆記用具、雨具、双眼鏡（持っている人）
を用意してください。申し込みは１月19日㈮か
ら環境政策課へ。

環境政策課 ☎027-898-6292

嶺公園で自然を満喫
多様な野鳥の姿を見られます

　市内小中学校の児童生徒の書き初め作品展を
開催します。
日時＝１月26日㈮～29日㈪
　　　午前10時～午後６時（29日は午後３時まで）
会場＝前橋プラザ元気21内3階ホワイエ

学校教育課 ☎027-898-5862

児童生徒の力作並ぶ
小中学校書き初め作品展

　２月３日㈯午後２時から４時まで、総合福祉会館
で考古学講演会を開催。上

こう

野
ずけ

三碑世界記憶遺産登
録推進協議会委員・前澤和之さんが「ユネスコ・
世界の記憶上野三碑　山上碑と山王廃寺」と題し
て講演します。当日はボランティアによって復元
された荒子町上西原遺跡出土の瓦塔なども展示し
ます。対象は一般、先着300人。当日会場へ直接
お越しください。

文化財保護課 ☎027-280-6511

上野三碑と山王廃寺
古代群馬の歴史を学ぶ

　臨江閣の魅力を来館者に伝えるボランティアガ
イドを募集します。月に数回活動できる人が対象
です。2月2日㈮までに文化財保護課へ申し込ん
でください。

文化財保護課 ☎027-280-6511

前橋の近代示す臨江閣
魅力を伝えるガイドを募集

9 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



C I T Y  W A T C H I N G
懸
賞
論
文
で
第
二
席

障
害
者
空
手
国
内
大
会
３
連
覇

小
暮 

愛
子
さ
ん
・
39
歳

日
吉
町

い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

心
の
眼
で
物
事
の
真
実
を
見
抜
く

　

小
学
生
２
人
の
子
育
て
に
奮
闘

し
て
い
る
小
暮
さ
ん
。
10
歳
の
時

に
視
野
が
徐
々
に
狭
ま
る
網
膜
色

素
変
性
症
と
診
断
さ
れ
、
27
歳
の

時
に
は
両
目
を
失
明
し
た
。

　
「
高
校
を
卒
業
後
、
留
学
先
の

ア
メ
リ
カ
で
症
状
が
悪
化
し
て
、

左
目
を
失
明
し
ま
し
た
」

　

帰
国
後
、
家
に
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
孤
独
感
に
悩
ま
さ
れ
た
。

　
「
留
学
を
諦
め
た
こ
と
の
シ
ョ
ッ 

ク
や
、
右
目
も
失
明
し
て
し
ま
う

と
い
う
恐
怖
も
あ
り
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
点
字
の
講
座
な
ど
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

状
況
は
好
転
し
た
と
い
う
。

　
「
私
と
似
た
境
遇
の
人
も
い
て
。 

理
解
し
合
え
る
仲
間
の
お
か
げ
で
、 

気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
」

　

壁
を
乗
り
越
え
、
物
事
を
前
向

き
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

高
校
時
代
に
熱
中
し
た
空
手
を
再

開
し
、
障
害
者
空
手
の
国
内
大
会

で
３
連
覇
。
世
界
大
会
を
目
指
し
、 

子
ど
も
と
通
う
道
場
で
汗
を
流
す
。 

　

ま
た
、
今
ま
で
の
体
験
を
基
に

執
筆
し
応
募
し
た
、
北
野
生
涯
教

育
振
興
会
の
懸
賞
論
文
『
心
眼
』

が
第
二
席
に
選
ば
れ
た
。

　
「
目
で
見
え
る
こ
と
は
小
さ
な

こ
と
だ
と
書
き
ま
し
た
。
物
事
の

本
質
は
心
の
眼
で
見
抜
く
も
の
。

こ
れ
か
ら
も
鍛
え
た
い
で
す
ね
。

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
を
楽

し
め
た
ら
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

そ
の
社
会
の
実
現
に
は
、
心
の
眼

が
欠
か
せ
な
い
。

　

萩
原
朔
美
文
学
館
長
が
各
界
の

著
名
人
と
対
談
。
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
で
活
躍
す
る
館
長
の
素
顔
に
迫

り
ま
す
。
今
回
は
、
作
家
・
詩
人

で
萩
原
朔
太
郎
研
究
会
会
長
の
松

浦
寿
輝
さ
ん
と
語
る
「
萩
原
朔
太

郎
と
前
橋
」
に
つ
い
て
お
届
け
し

ま
す
。

●
朔
太
郎
の
詩
を
読
み
解
く

萩
原
（
以
下
Ｈ
）
朔
太
郎
の
詩
に 

は
「
光
」
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。 

こ
れ
は
前
橋
が
明
治
に
電
化
さ
れ

た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

る
と
面
白
い
か
も
で
す
ね
。

松
浦
（
以
下
Ｍ
）
僕
は
中
学
生
の

時
に
「
殺
人
事
件
」
を
読
ん
で
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
近
代
詩

は
、
自
由
律
で
言
葉
の
音
楽
を
奏

で
る
。
朔
太
郎
は
そ
れ
を
確
立
し

た
。
そ
の
意
味
で
自
分
の
作
品
も 

影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

●
朔
太
郎
の
詩
と
前
橋
の
風
土

Ｈ　

こ
れ
だ
け
風
が
吹
く
と
心
に 

影
響
を
受
け
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。 

Ｍ　

今
日
も
前
橋
駅
に
降
り
て
、

風
が
吹
い
て
い
て
。
寒
い
け
ど
爽

快
だ
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
身
も

心
も
ピ
ッ
と
な
る
。
こ
れ
は
精
神

に
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

朔
太
郎
も
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
と
か

言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
金
沢
出

身
の
室
生
犀
星
の
表
現
に
比
べ
れ

ば
湿
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
冷
た

い
風
を
浴
び
て
詩
の
魂
が
大
き
く

な
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

朔
太
郎
は
郷
土
へ
の
複
雑
な
思
い

を
文
学
と
し
て
表
現
し
た
人
。
前 

橋
の
皆
さ
ん
は
深
い
度
量
で
見
守
っ 

て
く
れ
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

（
３
月
15
日
号
へ
続
く
）

前橋文学館
☎ 027-235-8011

萩原朔美
河畔奇譚

vol.5

朔太郎作品で詩に目覚めた、と松
浦会長

言葉の使い方も今と違うかも、と
萩原館長
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新春に力走光る上州路

群馬らしさが笑い誘う

阿久沢家で冬キャンプ

　 臨 江 閣 で12月14日 に「ｄ 
47落語会 」を開催。これは落
語家・柳家花緑さん、脚本家・
藤井青銅さんが、各都道府県
に1つずつ、ご当地ネタの新
作落語を作り披露するもの。
群馬落語では、空っ風や上毛
かるたを取り入れ、観客も納
得の笑いに包まれました。

　12月16日・17日 に 開 催 し 
た「古民家CAMP in 阿久沢家」。 
世代を超えたつながりを生み
出し、赤城南麓の魅力を発掘
しようと、前橋の地域若者会
議と宮城地区住民が連携。バ 
ーベキューやいろり会議など、 
国重要文化財・阿久沢家住宅
の活用法を模索しました。

　元旦恒例のニューイヤー駅
伝が、１月１日に本市を発着
点に開催。地区予選を勝ち抜
い た37チ ー ム が 出 場 し、７
区100km を駆け抜けました。
沿道からの熱い応援を受け、
旭化成が連覇を達成。襷

たすき

をつ
なぐ選手たちの力走が新年の
上州路を盛り上げました。

クローズ アップ
CLOSE UP
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申し込み　 問い合わせ

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　10
時
00
分
〜
19
時
00
分

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

窓　　口
業務時間

申し込み 　 問い合わせ

く
ら
し
の
情
報

期
日
＝
〈
縦
覧
・

意
見
書
の
提
出
〉

1
月
29
日
㈪
ま
で

〈
異
議
申
し
出
〉

1
月
30
日
㈫
～
２

月
13
日
㈫
（
土
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
農
林
課

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
２

建
築
協
定
書
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

日
赤
跡
地
生
涯
活
躍
の
ま
ち
事
業

建
築
協
定
書
の
素
案
に
つ
い
て
、
縦

覧
と
公
聴
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
縦
覧

期
日
＝
２
月
９
日
㈮
ま
で
（
土
日
曜

を
除
く
）

会
場
＝
市
役
所
建
築
指
導
課

●
公
聴
会
の
開
催

日
時
＝
３
月
８
日
㈭
午
後
２
時

会
場
＝
市
役
所
３
階
31
会
議
室

意
見
書
の
提
出
＝
土
地
所
有
者
な
ど

は
、
２
月
19
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に

郵
送
で
。
住
所
・
氏
名
・
意
見
の
要

旨
を
書
い
た
意
見
書
を
市
役
所
建
築

指
導
課
へ

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
５
３

２
月
15
日
㈭
ま
で
に
ば
ら
園
管
理 

事
務
所
（
☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
２ 

８
９
１
）
へ
直
接

区
画
整
理
審
議
会
委
員
が
決
定

　

六
供
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
任

期
は
来
年
７
月
18
日
㈭
ま
で
で
す
。

学
識
経
験
委
員
＝
牛
島
勇
さ
ん

区
画
整
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
１
２

市
内
河
川
の
断
水
と
清
掃

　

広
瀬
・
佐
久
間
・
吉
野
・
馬
場
・

風
呂
川
、
名
胡
用
水
な
ど
で
、
断
水

に
合
わ
せ
て
河
川
内
を
清
掃
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
31
日
㈬
正
午
～
３
月
７

日
㈬
午
前
９
時

道
路
建
設
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
０
２

農
振
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち

農
用
地
利
用
計
画
を
、
昨
年
４
月
に

受
け
付
け
た
農
振
除
外
の
個
別
申
出

に
基
づ
い
て
変
更
。
こ
の
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
と
保
険
料
の
納
付
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
金
は
、
老

後
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
。
け
が
や
病
気

な
ど
で
一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
受
け
ら
れ
る
障
害
年
金
な
ど
の
保

障
も
あ
り
ま
す
。
20
歳
に
な
る
と
日

本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の

案
内
通
知
を
郵
送
。
保
険
料
を
納
め

る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
申
請
で
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
ま
た
は
免
除
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
や
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

将
来
や
万
が
一
の
た
め
に
保
険
料
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
４

中
退
共
加
入
企
業
は
補
助
申
請
を

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
た
企
業
へ
補
助
金
を
交
付
。
対

象
企
業
に
は
１
月
下
旬
に
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
28
年
２
月
～
昨
年
12
月

に
同
制
度
に
新
規
・
追
加
契
約
し
た

市
内
企
業

２
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
に
市
役
所 

産
業
政
策
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
９
８
５
）
へ
直
接

ば
ら
園
緑
化
相
談
所
の
利
用
受
付

　

植
物
な
ど
の
展
示
が
で
き
る
敷
島

公
園
ば
ら
園
緑
化
相
談
所
の
来
年
度

分
の
利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
調

整
を
行
い
、
調
整
以
降
に
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
３
月
８
日
㈭
か
ら
順
次

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

面
積
＝
約
１
０
３
平
方
㍍
（
半
面
使

用
可
）

使
用
時
間
・
料
金
＝
〈
午
前
９
時
～

正
午
〉
１
，
０
８
０
円
〈
正
午
～
午

後
５
時
〉
１
，
５
１
０
円
〈
午
前
９

時
～
午
後
５
時
〉
２
，５
９
０
円
（
半

面
使
用
の
場
合
は
半
額
、
販
売
や
入

場
料
な
ど
の
料
金
を
徴
収
す
る
場
合

は
、
料
金
加
算
あ
り
）

申
込
書
の
配
布
＝
公
園
管
理
事
務
所

か
ば
ら
園
管
理
事
務
所
で
。
本
市
ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す

お
知
ら
せ
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電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐

０
０
１
７
日
吉
町
二
丁
目
17
‐
10
・ 

総
合
福
祉
会
館
内
市
母
子
寡
婦
会
（
☎ 

０
２
７
‐
２
３
５
‐
３
４
０
６
）
へ

独
創
的
な
近
代
こ
け
し
の
世
界

　

全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
。
創
作
・
新
型
こ
け
し
や
木

地
玩
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２
日
㈮
～
６
日
㈫
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
６
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

会
場
＝
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル
（
大

手
町
一
丁
目
）

県
観
光
物
産
国
際
協
会

☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
０
０

講
演
で
子
育
て
を
考
え
る

　

子
育
て
講
座
「
い
ま
大
切
に
し
た

い
親
子
の
関
わ
り
～
子
ど
も
の
良
さ

に
目
を
向
け
る
」
を
開
催
。
事
前
申

し
込
み
で
先
着
10
人
ま
で
未
就
学
児

の
託
児
を
受
け

付
け
ま
す
。

日
時
＝
２
月
23

日
㈮
午
前
10
時

～
11
時
30
分

会
場
＝
第
二
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
前
橋

文
化
財
防
御
演
習
と
検
査
を
実
施

　

１
月
26
日
㈮
は
、
文
化
財
防
火
デ 

ー
で
す
。
市
内
の
貴
重
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
１
月
23
日
㈫

か
ら
25
日
㈭
ま
で
市
内
40
カ
所
の
文

化
財
を
検
査
し
ま
す
。
ま
た
、
１
月

28
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
、
大
胡
神
社

（
河
原
浜
町
）
で
、
消
防
署
隊
・
消

防
団
隊
が
集
結
。
障
害
物
の
木
材
の

伐
採
や
一
斉
放
水
な
ど
、
迫
力
の
あ

る
火
災
防
御
演
習
を
行
い
ま
す
。

東
消
防
署

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
３
３
９
９

親
子
で
一
緒
に
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子
を
対
象

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30
分

会
場
＝
エ
メ
ラ
ル
ド
ボ
ウ
ル
（
国
領

町
二
丁
目
）

対
象
＝
５
歳
～
18
歳
の
母
子
・
父
子

家
庭
児
と
保
護
者
、１
０
０
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
人
３
０
０
円

２
月
２
日
㈮
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
子
ど
も
の
年
齢
・

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象
＝
未
就
学
児
の
子
育
て
に
関
わ

る
人
、
先
着
１
０
０
人

講
師
＝
い
ま
い
ず
み
小
児
科
・
今
泉

千
津
子
さ
ん

１
月
22
日
㈪
～
２
月
16
日
㈮
に
子

育
て
支
援
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
３
へ

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
‐
２
８
７
‐
８
２
２
７

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、
冬
の

赤
城
山
の
自
然
観
察
や
散
策
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
〈
❶
体
験
〉
２
月
４
日
㈰
〈
❷

ハ
イ
キ
ン
グ
〉
２
月
14
日
㈬

対
象
＝
❶
は
小
１
以
上
❷
は
一
般
、

先
着
各
12
人

費
用
＝
❶
は
５
，０
０
０
円
❷
は
３
，

５
０
０
円（
用
具
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途
）

同
館
へ

中
央
公
民
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

同
館
利
用
団
体
の
前
橋
マ
ン
ド
リ
ン

楽
団
、
ば
ん
の
吹
奏
楽
団
が
出
演
し

ま
す
。

日
時
＝
２
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
４
０
０
人

同
館
で
入
場
整
理
券
を
配
布

催
　
し

市長コラム
Mayor’s  Column

　皆さまにおかれましては、健やかに
新春をお迎えになられたこととお慶び
申し上げます。元旦に開催されたニュ
ーイヤー駅伝や前橋初市まつりなどの
にぎわいの中で、前橋の新年が始まり
ました。
　今年は、健康増進の施策充実や先端
技術を生かした取り組みなどを進めま
す。また、４月には第７次総合計画が
スタートします。知恵と勇気と絆を大
切にして、前橋の新しい価値の創造に
努めてまいります。

号
砲
に　

新
春
の
夢　

走
り
出
す
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申し込み　 問い合わせ

バ
ラ
の
上
手
な
育
て
方
を
伝
授

　

バ
ラ
の
育
て
方
と
手
入
れ
方
法
を

学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
18
日
㈰
❶
午
前
10
時
～

正
午
❷
午
後
２
時
～
４
時

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園
緑
化
相
談
所

対
象
＝
市
内
在
住
の
人
、
各
30
人
（
抽

選
）

費
用
＝
各
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
筆
記
用
具

２
月
８
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室

名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
市
役
所
公
園
緑
地
課
（
☎
０

２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
４
２
）
へ

経
営
計
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

　

経
営
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
な
ど

の
補
助
金
申
請
に
応
用
で
き
る
、
経

営
計
画
の
作
成
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
〈
セ
ミ
ナ
ー
〉
２
月
６
日
㈫

午
後
２
時
～
４
時
30
分
〈
個
別
相
談

会
〉
２
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

５
時

会
場
＝
前
橋
商
工
会
議
所
（
日
吉
町

一
丁
目
）

対
象
＝
市
内
事
業
者
、
先
着
30
人

産
業
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
８
３
へ

確
定
申
告
の
基
本
を
学
べ
ま
す

　

確
定
申
告
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
起

業
家
や
起
業
を
志
す
人
な
ど
を
対
象

に
、
確
定
申
告
の
基
本
を
教
え
ま
す
。

日
時
＝
２
月
７
日
㈬
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

会
場
＝
創
業
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
起
業
に
興
味
の
あ
る
・
起
業

を
検
討
し
て
い
る
・
起
業
後
５
年
未

満
の
人
、
先
着
30
人

費
用
＝
５
０
０
円

同
館

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
3
０
‐
９
０
９
５

　

特
別
支
援
学
級
・
特
別
支
援
学
校

児
童
生
徒
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
１
日
㈭
～
４
日
㈰

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ワ
イ
エ

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

　

お
し
ゃ
べ
り
リ
プ
ロ
を
開
催
。
萩

原
朔
太
郎
を
テ
ー
マ
に
５
分
程
度
で

本
の
紹
介
を
参
加
者
に
し
て
も
ら
い

参
加
者
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
。

進
行
は
前
橋
文
学
館

学
芸
員
の
小
林
教
人

さ
ん
。
本
の
紹
介
者

は
萩
原
朔
太
郎
で
思

い
浮
か
ぶ
本
を
１
冊

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
31
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
３
時

対
象
＝
〈
本
の
紹
介
者
〉
一
般
、
先

着
10
人
〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〉
一
般
、
先

着
20
人

同
館
へ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

●
合
唱
団
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
定
期
演
奏
会

日
時
＝
２
月
11
日
㈰
午
後
２
時

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

（
市
民
文
化
会
館
）

当
日
会
場
へ
直
接

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
「
星

空
と
オ
カ
リ
ナ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
＝
２
月
24
日
㈯
午
後
２
時
30
分

～
３
時
15
分

対
象
＝
一
般
、
70
人
（
抽
選
）

２
月
13
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
代
表
者
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
人
数
（
大
人
・
子

ど
も
各
人
数
）
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
‐
０
０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
８
・

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
星
空
と
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

係
」
へ

み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
郷

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
６
３
３

　

ふ
れ
あ
い
の
郷
新
春
公
演
会
「
劇

団
未
来
公
演
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
31
日
㈬
午
前
11
時
～
午

後
２
時

当
日
同
館
へ
直
接

催
　
し

●
ぐ
ん
ぎ
ん
地
方
創
生
私
募
債

＝
新
進
よ
り
20
万
円
を
観
光
振

興
の
た
め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
サ
ー

ビ
ス
よ
り
20
万
円
を
障
害
者
雇

用
促
進
の
た
め
、
Ｖ
ｉ
ｄ
ａ
ｗ

ａ
ｙ
よ
り
20
万
円
を
市
政
全
般

の
た
め
、
群
馬
機
械
よ
り
10
万

円
を
環
境
保
全
の
た
め
に

●
１
８
０
の
企
業･

個
人
＝
年

賀
ハ
ガ
キ
２
万
８
，
２
５
０
枚

を
市
内
小
中
学
校
・
特
別
支
援

学
校
へ

●
料
友
会
＝
２
万
１
，
７
０
２

円
を
生
涯
学
習
の
た
め
に

●
一
市
民
か
ら
＝
２
万
円
を
児

童
福
祉
の
た
め
に

●
フ
ラ
ン
ス
健
康
サ
ロ
ン
＆
仲

間
達
＝
１
万
円
を
児
童
福
祉
の

た
め
に
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　天然芝サッカー場４面を備
えた関東最大級の施設、下増
田運動場のネーミングライツ
スポンサーを募集します。詳
しくは問い合わせるか、本市
ホームページをご覧ください。
申込書の配布＝市役所スポー
ツ課で。本市ホームページか
らダウンロードもできます

1月31日㈬までに同課
　（☎027-898-5832）へ直接

ス
セ
ン
タ
ー
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
２
月
28
日
ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲
覧
場

所
へ
直
接
。
ま
た
は
市
役
所
環
境
政

策
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２

９
２
）
へ
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
（
０
２

７
‐
２
２
３
‐
８
５
２
４
）、

kan 
kyou@

city.m
aebashi.gunm

a.jp

で

４
月
入
校
の
職
業
訓
練
生
を
募
集

　

前
橋
高
等
職
業
訓
練
校
（
石
関
町
）

で
４
月
入
校
の
生
徒
を
募
集
。
詳
し

く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.m

aebashi-kunren.ac.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
科
＝
〈
普
通
課
程
〉
❶
木
造
建
築

❷
造
園
科
〈
短
期
課
程
〉
❸
造
園
専

攻
科
❹
造
園
剪せ

ん

定て
い

科
❺
内
装
仕
上
施

工
科
❻
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

対
象
＝
各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所

に
勤
め
る
人
な
ど
（
各
選
考
）

３
月
30
日
㈮
ま
で
の
午
後
１
時
～

７
時
に
同
校
（
☎
０
２
７
‐
２
１
２
‐

７
８
２
０
）
へ
直
接

富
士
見
で
地
域
審
議
会
委
員
募
集

　

富
士
見
地
区
の
地
域
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
委
員
は
新
市
基
本

計
画
の
執
行
状
況
な
ど
、
市
長
の
諮

送
で
。
履
歴
書
（
写
真
添
付
）・
資

格
証
明
書
の
写
し
・
返
信
用
封
筒
（
宛

先
に
本
人
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、

82
円
切
手
を
貼
付
）
を
添
え
て
、
市

役
所
青
少
年
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
5
8
7
6
）
へ
。
後
日
面
接
で

採
用
を
決
定

環
境
基
本
計
画
に
ご
意
見
を

　

本
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
本

市
の
考
え
方
と
併
せ
て
各
閲
覧
場
所

で
公
表
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬
（
土

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
・
意
見
書
の
配
布
＝
市
役

所
環
境
政
策
課
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
に
ぎ
わ

い
商
業
課
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ

い
じ
め
対
策
室
相
談
員
を
募
集

　

い
じ
め
対
策
室
相
談
員
を
募
集
。

学
校
生
活
に
悩
み
の
あ
る
児
童
生
徒

や
保
護
者
に
対
す
る
相
談
と
、
教
職

員
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

任
用
期
間
＝
４
月
２
日
㈪
～
来
年
３

月
29
日
㈮
（
１
日
６
時
間
、
週
30
時

間
以
内
勤
務
）

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
、
１

人
（
選
考
）。
❶
臨
床
心
理
士
か
準
ず

る
資
格
を
持
つ
（
取
得
見
込
み
も
可
）

❷
教
育
や
福
祉
分
野
の
専
門
的
な
知

識
が
あ
り
児
童
生
徒
へ
の
相
談
業
務

の
経
験
が
あ
る
❸
学
校
教
育
に
理
解

が
あ
る

報
酬
月
額
＝
25
万
８
，０
０
０
円
（
臨

床
心
理
士
を
有
す
る
者
。
資
格
で
変
動
）

１
月
31
日
㈬
～
２
月
14
日
㈬
に
郵

問
に
対
し
て
審
議
。
任
期
は
４
月
か

ら
２
年
間
で
す
。

対
象
＝
富
士
見
地
区
内
在
住
の
20
歳

以
上
で
、
ほ
か
に
本
市
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人
、
３

人
（
選
考
）

申
込
書
の
配
布
＝
富
士
見
支
所
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

２
月
５
日
㈪
ま
で
に
申
込
書
に
記 

入
し
、
同
支
所
（
☎
０
２
７
‐
２
８ 

８
‐
２
２
１
１
）
へ
直
接

な
り
ま
せ
ん
か
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

　

市
立
図
書
館
で
は
、
雑
誌
を
年
間

購
入
し
図
書
館
に
提
供
す
る
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
企

業
や
団
体
で
あ
れ
ば
、
提
供
雑
誌
の

新
刊
カ
バ
ー
と
雑
誌
架
に
広
告
を
掲

出
す
る
こ
と
も
可
能
。
詳
し
く
は
図 

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

. 
tosyokan.city.m

aebashi.gunm
a. 

jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
法
人
や
団
体
、
個
人
（
広
告

掲
出
は
個
人
を
除
く
）

ス
ポ
ン
サ
ー
期
間
＝
決
定
の
翌
月
か

ら
年
度
単
位
。
翌
年
度
以
降
も
継
続

可
能

費
用
＝
雑
誌
代
（
１
万
円
前
後
）

同
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１
へ

下増田運動場の
名称スポンサーを募集

募
　
集
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申し込み　 問い合わせ

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
時
間
を
変
更

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
時
間
帯
区
分
な
ど

を
４
月
１
日
以
降
か
ら
改
正
し
ま
す
。

詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

各
施
設
の
掲
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
３
２

旧
前
東
商
高
の
施
設
を
貸
し
出
し

　

旧
前
橋
東
商
業
高
の
体
育
館
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
４
月
以
降
の
利
用

調
整
会
議
を
実
施
し
ま
す
。
大
会
で

利
用
す
る
人
は
１
月
31
日
㈬
ま
で
に

宮
城
体
育
館
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
７
日
㈬
午
後
７
時

会
場
＝
大
胡
地
区
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
人
が
過
半
数
を
占
め
る
10
人
以

上
の
団
体

当
日
会
場
へ
直
接

宮
城
体
育
館

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
７
３
５

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

�

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０

　

経
験
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
20
日
㈫
～
３
月
15
日
㈭

の
火
木
曜
８
回
、
午
後
７
時
～
８
時

30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
経
験
者
、

40
人
（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
４
０
０
円

１
月
31
日
㈬
（
必
着
）ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐

０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
‐
７
・

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
へ

命
を
つ
な
ぐ
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い
、
止

血
法
な
ど
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の

知
識
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
17
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

会
場
＝
北
消
防
署

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生

以
上
、
先
着
30
人

２
月
16
日
㈮
ま
で
に
同
署

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
０
１
１
９
へ

１
月
の
納
税

●
市
県
民
税
第
４
期
・
国
民
健
康
保

険
税
第
７
期
＝
１
月
31
日
㈬
ま
で

申
告
書
作
成
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

申
告
書
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
の 

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
が
便

利
で
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印

刷
し
た
物
に
必
要
書
類
を
添
え
て
郵

送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。

●
確
定
申
告
会
場
の
開
設

　

所
得
税
や
個
人
消
費
税
、
贈
与
税

の
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

申
告
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
や
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
〈
平
日
〉
２
月
16
日
㈮
～
３

月
15
日
㈭
〈
日
曜
〉
２
月
18
日
㈰
・

25
日
㈰
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
１
階

に
ぎ
わ
い
ホ
ー
ル

前
橋
税
務
署

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
７
１

（
自
動
音
声
案
内
で
「
０
」を
選
択
）

●
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
。

日
時
＝
❶
１
月
27
日
㈯
❷
28
日
㈰
、

午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
❶
は
粕
川
児
童
館
❷
は
第
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

そ
の
他
の
情
報

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

税

　詳しくはヤマト市民
体育館前橋（☎027-2 
65-0900）に問い合わ
せるか、本市ホームペ
ージをご覧ください。

●卓球競技（２月
25日㈰、ヤマト市
民体育館前橋）

スポーツ大会
情報

オフロードを駆け抜ける
岩神緑地でシクロクロス

　2月4日㈰午前8時20分か 
ら、ヤマダグリーンドーム前
橋第６駐車場北側の岩神緑地
で前橋シクロクロス大会を開
催。オフロード自転車で柵や
階段などの障害物を乗り越え
ながらスピードを競います。
詳しくは同大会ホームページ

（http://maebashicx.com）を
ご覧ください。

同大会ホームページで（定
員になり次第受け付け終了）

まちづくり公社
☎027-289-4764
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家
族
で
理
解
し
対
応
考
え
る

　

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
家
族
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
18

歳
～
40
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家

族
、
先
着
20
人

２
月
７
日
㈬
ま
で
に
保
健
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７
へ

今
こ
そ
禁
煙
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

　

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
。
呼

気
一
酸
化
炭
素
と
尿
中
ニ
コ
チ
ン
代

●
介
護
予
防
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
研

修
会

日
時
＝
２
月
13
日
㈫
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８
へ

●
宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
整
備

　

県
市
町
村
振
興
協
会
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
元
総
社
町
第
四
自
治
会
が
、 

獅
子
頭
や
獅
子
太
鼓
の
修
繕
、
獅
子

舞
衣
装
の
整
備
の
た
め
に
助
成
を
受

け
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８

●
休
日
当
番
動
物
病
院

録
音
案
内

☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
８
４
６
６

謝
物
の
濃
度
測
定
や
保
健
師
と
の
面

接
を
行
い
、
初
回
面
接
か
ら
３
カ
月

間
支
援
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

２
月
７
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

つ
ら
い
ひ
ざ
の
痛
み
予
防
し
ま
す

　

ひ
ざ
痛
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
・
26
日
の
月
曜
２

回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ 

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
、
20
人
（
抽 

選
）２

月
２
日
㈮
ま
で
に
介
護
高
齢
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

調
理
し
な
が
ら
減
塩
食
を
学
ぶ

　
「
楽
し
く
減
塩
！
食
講
座
」
を
開

催
。
昼
食
を
作
り
食
べ
な
が
ら
減
塩

を
体
験
す
る
教
室
で
す
。

日
時
＝
❶
２
月
16

日
㈮
❷
３
月
６
日

㈫
、
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
30
分

会
場
＝
❶
は
桂
萱

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
❷
は
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
、
先

着
各
20
人

費
用
＝
各
３
０
０
円

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
介

護
高
齢
課
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１ 

３
３
へ

薬
と
上
手
に
付
き
合
う
こ
つ
伝
授

　
「
市
民
健
康
講
座
～
薬
の
正
し
い

使
い
方
」を
開
催
。
じ
ゅ
ん
薬
局
下

沖
町
店
の
松
山
純
也
さ
ん
を
講
師
に
、

薬
の
飲
み
方
や
お
薬
手
帳
の
活
用
法
、 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
正
し
い
知

識
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
２
月
21
日
㈬
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

２
月
14
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
８
へ

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
応
援

す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
26
日
㈪
午
後
２
時
～
４
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
70
人

２
月
21
日
㈬
ま
で
に
介
護
高
齢
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

健
　
康

　健康まえばし21健康づくり講演会
を開催。健康運動指導士の梅沢栄さん
が、ストレスと上手に付き合うための
講話や簡単ヨガの実践を行います。
日時＝２月23日㈮午後１時30分
会場＝総合福祉会館
対象＝一般、先着300人

２月16日㈮までに健康増進課
☎027-220-5708へ

簡単ヨガでストレス発散
講演会で健康づくり

梅沢 栄さん
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※1月21日、2月4日･12日の婦人科は正午まで。午後1時～6時は産婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。

夜
間
・
救
急

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　午後８時～午前０時
※日曜・祝日の午前9時～正午も診察。
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
小児救急電話相談　☎ #8000　月〜土曜＝午後６時〜翌
午前８時、日曜・祝日＝午前８時〜翌午前８時

歯 

科

歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、午前10時～正午・午後１時～３時

薬 

局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、午前９時～午後５時

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
 1月21日㈰ 真下接骨院(二之宮町) ☎027-268-2329 ひぐち接骨院（総社町高井）☎027-254-1414

 1月28日㈰ 松井接骨院(北代田町) ☎027-232-0238 大島接骨院(上泉町) ☎027-233-1925

 2月  4日㈰ いのうえ接骨院(朝倉町二丁目) ☎027-261-2855 一貫堂接骨院(住吉町二丁目) ☎027-231-8215

 2月11日㈰ 石﨑接骨院(本町三丁目) ☎027-224-1411 たつみ接骨院(総社町植野) ☎027-251-3320

 2月12日㈪ 田中接骨院(富士見町原之郷) ☎027-288-2510 真塩接骨院(朝倉町) ☎027-265-2494

診療時間は午前9時～午後6時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は1日～数日です。

内　科 外　科 婦人科 耳鼻科 眼科

１
月
21
日
㈰

みやけ小児科

（児）
樋越町

☎027-283-2225

伊藤内科医院 

（内） 
下小出町二丁目 
☎027-232-0537

馬場内科医院
 

（内） 
上泉町 

☎027-223-5301

二子山 
クリニック 

（内） 
朝倉町一丁目 
☎027-263-1331

狩野外科医院 

（外内） 
日吉町四丁目 
☎027-231-7025

たけむら整形 
外科クリニック 

（整） 
箱田町 

☎027-212-3266

高
※

崎市夜間休日 
急病診療所 
（婦） 

高崎市高松町 
☎027-381-6119

耳鼻咽喉科 
古川雅子診療室 

（耳鼻） 
高崎市八島町 
☎027-322-1415

大西眼科 

（眼） 
高崎市中居町四丁目 
☎027-353-1303

１
月
28
日
㈰

ベル小児科 
クリニック 

（児） 
川原町二丁目 
☎027-289-2580

小川 
内科医院 
（内） 

荒牧町二丁目 
☎027-234-3311

西片貝 
クリニック 

（内） 
西片貝町三丁目 
☎027-223-6533

松山医院 

（内） 
本町一丁目 

☎027-289-2121

大島整形外科 
医院 

（整） 
荒牧町 

☎027-231-3711

樋越ペイン 
クリニック 

（外） 
樋越町 

☎027-284-9911

マザーズクリニック 
TAMURA 

（産婦） 
小屋原町 

☎027-266-8803

新前橋耳鼻 
咽喉科医院 
（耳鼻） 

古市町一丁目 
☎027-253-6170

横地眼科医院 

（眼） 
平和町二丁目 
☎027-231-5330

２
月
４
日
㈰

鈴木小児科 
医院 

（児内） 
後閑町 

☎027-263-2967

吉松医院 

（内） 
粕川町新屋 

☎027-285-2273

上毛大橋 
クリニック 

（内） 
川原町一丁目 
☎027-237-2800

すがの 
内科医院 
（内） 

総社町植野 
☎027-256-8121

小竹整形外科 

（整） 
三俣町三丁目 
☎027-231-0495

中村外科医院 

（外） 
文京町一丁目 
☎027-221-3951

高
※

崎市夜間休日 
急病診療所 

（婦） 
高崎市高松町 
☎027-381-6119

耳鼻咽喉科 
貴船クリニック 

（耳鼻） 
高崎市井野町 
☎027-363-7110

大山眼科 

（眼） 
高崎市浜川町 
☎027-343-7796

２
月
11
日
㈰

小児科しもだ 
クリニック 

（児） 
六供町 

☎027-220-1221

木暮医院 

（内児） 
清野町 

☎027-251-9101

いしだ内科 
胃腸科医院 

（内） 
平和町一丁目 
☎027-234-4112

富沢医院 

（内） 
江田町 

☎027-251-5414

東前橋整形外科 
クリニック 

（整） 
西大室町 

☎027-268-5777

込谷クリニック 

（外） 
岩神町四丁目 
☎027-231-0366

横田マタニティー 
ホスピタル 
（産婦） 

下小出町一丁目 
☎027-219-4103

牧耳鼻咽喉科 
医院 

（耳鼻） 
総社町総社 

☎027-280-5233

すがの眼科
古市クリニック 

（眼） 
古市町一丁目 
☎027-210-8181

２
月
12
日
㈪

由上小児科 
医院 

（児） 
日吉町一丁目 
☎027-231-3646

相澤医院 

（内） 
富士見町原之郷 
☎027-288-6806

敷島医院 

（内） 
川原町 

☎027-235-9339

生方医院 

（内） 
表町二丁目 

☎027-224-2818

太田医院 

（外） 
紅雲町二丁目 
☎027-221-3368

二之宮 
クリニック 

（外） 
二之宮町 

☎027-289-4380

上
※

条女性 
クリニック 

（婦） 
高崎市栗崎町 
☎027-345-1221

いいづか・ 
たきた医院 
（耳鼻） 

高崎市沖町 
☎027-343-3387

高崎佐藤眼科 

（眼） 
高崎市南大類町 
☎027-352-8800
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前橋の人口：33万8,226人
男：16万5,619人
女：17万2,607人
世帯数：14万7,167世帯
12月末日現在
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三俣町二丁目 : 餅つきで世代間交流深める

2歳になる子を紹介しています

　手話言語条例が制定され、行政の窓口
でも、聴覚障害者への対応が進みまし
た。手話をマスターするのは大変です
が、あいさつなどの簡単な手話であれ
ば、すぐに覚えられます。取材から、手話
の世界を知ろうという小さな一歩が、障害

への理解という大きな変化につながると
感じました。市内には今回紹介した「あさ
ひの会」のような手話サークルが多数あ
りますし、忙しい人はユーチューブの手話
紹介動画もあります。手話を覚えて、恥
ずかしがらずに使ってみましょう。（山村）

　12月23日、三俣町二丁目の公民館で餅
つきを行いました。35年前から続くこの行
事。初めてきねを持つ子どもたちは、周り
の大人に教わりながら一生懸命つきまし
た。「餅米を炊く係、ついた餅を調理する係
など、全世代みんなが協力する、大切な行
事です」と茂木自治会長。ついた餅はあん
こを包んだり、きな粉をまぶしたりして食べ、
そのおいしさに笑顔があふれていました。

平成28年4月2日～平成28年8月1日生まれの子の募集記事は、1月1日号7ページに掲載しています

平
成
三
十
年 

一
月
十
五
日
号

山根 莉愛ちゃん
中内町

關口 佳生ちゃん
川曲町

尾間 航青ちゃん
総社町植野

こうせ いりなひかる か い

2018.01.15

M
A
E
B
A
S
H
I
 P

R
_
N
O
.
1
5
9
6

髙橋 輝ちゃん
六供町

小島 緋花理ちゃん
茂木町

ひかり

齋藤 名那ちゃん
西片貝町三丁目

なな

広 告 内 容 に 関 す る 質 問 に つ い て は 、広 告 ス ポ ン サ ー に 直 接 問 い 合 わ せ てくだ さ い。

障
害
物
を
避
け
、段
差
や
角
を
教
え
、

目
が
見
え
な
い
人
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

訓
練
を
受
け
た
盲
導
犬
も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

困
っ
て
い
た
ら
、「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」の
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

盲
導
犬
コ
ニ
ー
が
行
く
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